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平成28年度麻生区地域課題対応事業 

ますます地域の皆さんの力をお借りします 

❶ 

「高齢化が進むなか、健康寿命を長く過ごすこ

とが大切と言われています。川崎市民の平均寿

命と健康寿命との差は、男女ともに10年以上あ

り、健康寿命*を延ばして、生活の質の低下を防

ぐことが求められています。そのためには、地

域活動に参加し、地域とのつながりを持つこと

が役立つと言われています。」 

第5期麻生区区民会議報告書より 

＊健康寿命とは？ 

健康寿命は、健康上の問題で日常生活が制限されること

なく、健康で生活できる期間のことです。平均寿命と健

康寿命の差は日常生活に制限のある期間を示しています。 

川崎市の男性の平均寿命は80歳、健康寿命は69.3歳。 

女性の平均寿命は86.7歳、健康寿命は73.1歳 

●あさお区民記者（随時） 

書くことが好き、人と会うこ

とが好きな方大歓迎。市民活

動団体を紹介する「あさおふ

れんず」や、やまゆりの広報紙

「やまゆりニュース」で、麻生

区内の情報を取材し、レポー

トしています。 

チャレンジする舞台が「やまゆり」にはあります 

区民の手によって運営されている「麻生市民交流館やまゆり」では 

次のような分野で、区民の皆さんの力を募集しています。 

●運営スタッフ

同館の日々の運営業務（電話

番や窓口での対応など）を月

に数回程度のローテーション

で担当。現在48名のスタッフ

が活躍しており、運営を通じ

て緊張感と新しい出会いを楽

しまれています。 

●やまゆりテック（随時） 

同館の目指す「サロン文化の

創造」を実現するため照明・音

響機器の充実を図り、ミニシ

アター的活用もされています。

これらの機材の機能や操作を

勉強し、活用するメンバーを

募集しています。 

●区民講師  

今年で８回目を迎える。「あな

たの得意技・語りたいことを

披露してみては」と講師を

募ったところ、すでに100名を

超える区民が講師としてデ

ビュー。講師を中心とした

サークルも生まれています。 



 

白山一丁目「ちょっと支援隊」 

取材・文 区民記者 吉田清次 

取材・文 区民記者 上治信義 

 麻生区には知っているようで、知ら

ない日本一や日本最古というようなも

のがある。 

 地名にもなっている「王禅寺」には

「禅寺丸柿」の原木が保存されている。

甘柿としては日本最古だ。10月21日

の「禅寺丸柿の日」には市民館ではセ

ミナーが、現地では見学会が催され、

記念日前後には柿生駅前で「禅寺丸柿

まつり」が開催される。 

 柿生駅に近い「恩廻し公園」にある

「鶴見川調整池」には地下7階に相当す

るところに総延長約600mの巨大なト

ンネルがある。断面は東京湾アクアラ

インよりも大きい。 

 細山にある「香林寺の五重塔」は、

日本唯一の禅宗様式の塔。毎年春分の

日には「五重塔まつり」が行われる。 

 鶴川駅周辺では、「東光院」本堂内に

保管されている「板碑」は、現存する

板碑としては市内最大、麻生区では最

古のものである。 

 栗平駅周辺では、「金神神社」に一木

彫としては日本一大きい「大黒天」が

祀られている。 

 黒川駅近くにある「西光寺」の本堂

天井には手をたたくと龍が動く「雲龍

図」があり、12年に1度辰年（たつど

し）に一般公開される。 

 川崎市で一番標高の高い黒川には、

川崎市内唯一の水力発電所がある。相

模湖から長沢浄水場までの導水路の途

中の落差を利用して造られたもので、

一般家庭1,350軒分の電力を賄って

いる。発電に使われた水は一滴も無駄

にせず長沢浄水場に運ばれて私たちの

水道水になっている。 

 このようなところは、団体でなけれ

ば見られない施設も多いので、「麻生区

歴史観光ガイドの会」が、年7回実施

麻生区にこんなところがあるのを知っていますか？ 

ＤＡＴＡ 

麻生区歴史観光ガイドの会 

代 表：飯塚
いいづか

 洋三
ようぞう

 

連絡先：Tel.044-953-2976 

設 立：2007年11月 

会員数：7名 

今回取材にご協力いただいた「麻生区歴史

観光ガイドの会」の皆さん 

❷ 

 白山一丁目第一管理組合（261世

帯、高齢化率48％）には自治会がな

い。東日本大震災の際、住民の繋がり

“絆”の大切さを感じた有志６名が、

３年前に「ちょっと支援隊」を立ち上

げた。 

 手はじめに毎月イベントを開催す

ることにした。映画、ふるさと探訪、

俳句、野鳥観察、折り紙、ウォーキン

グ講習会、旅の話、薬剤師や開業医の

話、寄席、ビール工場見学……、回数

を重ね、イベントは軌道に乗った。 

 そんななか、街区で孤立死する人が

でた。国の財政がひっ迫し、公助も削

減の方向に向い、政策も共助（互助）

を推進する方向に転換しつつある。 

 メンバーに将来に対する不安が広

がった。支えあいが大切だ。そんなと

き、麻生区が市民提案型の共同事業を

募集している事を知った。「よしこれ

を活用しよう！」との声。「超高齢団地

の“支え合い”立ち上げ事業」を提案。

無事、審査を通り予算（29万円）がつ

いた。 

 事業計画に基づき活動を開始した。

６月には、堀田力 さわやか福祉財団

会長の講演「ご近所の助け合い」、７月

には辻哲夫元厚生労働省事務次官（包

括支援の仕組構築に尽力）の講演「在

宅で最期まで」を開催、いずれも70名

を超える人が熱心に聴いた。 

 今後も講演会を開催、支え合いの

必要性を訴え理解の輪を広げたいと

考えている。首都圏の先進事例の視

察も予定している。 

 ３年計画で事業を進め、今年度は

来年以降に開始する支え合い活動の

内容を検討し、決定することになっ

ている。 

 まず、いま住んでいる街区からス

タート、次にグリーンタウン全体に

“支え合い”の輪を広げたいとメン

バーは張り切っている。 

している「麻生の歴史散策」（定員30

名）に参加してみてはいかがだろう。 

ご近所づきあい、つながるといいね！ 

弁護士・さわやか福祉財団会長 堀田力氏「ご近所の

助け合い～全国で行われているいろいろな形～」 

（現在）東京大学特任

教授 辻哲夫氏「在宅

で最期まで～医療・看

護・介護の連携と助け

合いで可能に～」 

DATA 

白山一丁目「ちょっと支援隊」 

隊 長：牧田
ま き た

 成雄
し げ お

 

連絡先：m-shigeo@abox2.so-net.ne.jp 

    Tel.044-986-9237 

隊員数：11名 



30種類の絵をたどる遊歩道ツアーはいかが！ 

 王禅寺ふるさと公園を巡る遊歩道、

そのマンホールのフタには30種類の

絵が描かれている。 

 休日は広大な芝生と豊富な遊具を

求め、平日は散歩やジョギングで訪れ

る人は多いが、足もとのマンホールの

絵に気が付く人は少ない。この公園は

1991年に開園した。その際に遊歩道

のマンホールのフタを、麻生区にちな

んだ絵で飾ることになり、題材は専門

家が選んだ。 

取材・文 区民記者 中島久幸 

 ヤマユリ、タヌキ、禅寺丸柿など馴

染みのものから、ゾウ、クジラ、僧兵

などアレッと思うものまで、番号が

ついて順不同に並ぶ。仲間とワイワ

イ言いながら、絵の番号と題材を書

き留めながらたどってみてはいがで

あろう。 

 絵の番号は「グー」「チョキ」「パー」

いずれかの形のなかに描かれてい

る。仲間で色々な方法を考えて、ゲー

ムをしてみるのも楽しいであろう。 

DATA 

王禅寺ふるさと公園 

住 所：川崎市麻生区王禅寺533-2 

公 園：24時間開放 

駐車場：64台（有料）年中無休 

    8時30分～17時（ゲート開放） 

 災害は忘れなくてもやってくる 

－ 「土砂災害ハザードマップ」などで十分な備えを － 

 現在、区役所等で配布されている麻

生区内の「土砂災害ハザードマップ」

(麻生区Ａ、Ｂがある。以下「マップ」

といいます) と「備える。かわさき 保

存版」は、麻生区民にとって必需品とい

えよう。 

   マップは、県が指定した土砂災害警

戒区域などを受け川崎市が発行したも

ので、区役所危機管理担当の吉澤朋充

担当課長によれば「このマップには、自

宅近辺の注意が必要な場所や、がけ崩

れ発生の前兆現象、避難所の場所など

が掲載されています。土砂災害に備え

るために、日頃から目を通しておくと

一層有益です」とのことである。 

   また「備える。かわさき 保存版」

は、市が企画・編集したもので、地震を

はじめとした自然災害に対する安全確
取材・文 区民記者 仲原照男 

保の方法、家庭での備蓄品(それぞれの

家庭の事情を考慮することが重要)、災

害時の情報入手方法などを詳しく説明

している。危機管理担当では、これらの

資料や相談についても応じてくれると

のことである。 

   今年も台風で甚大な被害が生じた

が、昨年9月に台風18号が接近したと

き、区内約7万2千世帯に避難勧告が出

された。その報道後、危機管理担当には

大量の電話照会があり、職員の方々は

その対応に追われ、電話が落ち着くま

で他の業務に手が付けられない状態

だったという。 

   災害から身を守るために、ハザード

マップなどを利用した日頃の備え、正

確な情報入手と冷静な判断・行動が求

められることを感じさせられた。 

番号と題材の

資料は麻生区

道路公園セン

ターにある 

ＤＡＴＡ 

麻生区役所 

住 所：麻生区万福寺1-5-1 

連絡先：麻生区役所危機管理担当 

    Tel.965-5372 Fax.965-5201 

区役所３階37番窓口が「危機管理担当」 

❸ 

マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
る
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の
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禅寺丸柿、弘法の松、ヤマユリ、イタチやタヌキなど地元にゆかりのモチーフが描かれている 

19番ゾウ：1927

年万福寺の崖か

ら200万年前の

アケボノゾウの

化石がでた 

21番クジラ：

1968年岡上の

崖からクジラ

の肋骨の化石

がでた 

30番 僧兵：義

経４天王の一

人、亀井六郎の

館が月読神社の

近くにあった 



【開館日】 

  ※平日の夜間、土曜・日曜、 

   祝日も予約すれば利用可。 

   休館：年末年始、施設点検日 

【アクセス】 

 小田急線「新百合ヶ丘駅」 

 南口から徒歩４分 

❹ 

【ホームページ】 

 http://web-asao.jp/yamayuri/ 

区民による、区民のための 

情報発信を目的に活動。 

区民記者は「やまゆりニュース」掲載記事の 

企画構成・取材撮影を担当しています。 

過去の記事は区民記者のホームページに 

掲載しています。 

http://www.asao-ku.net/yamayuri-news.html 

「ヤマユリ」が「やまゆり」で咲いた！ 

麻生区の花が「ヤマユリ」であることは皆さんご存知でしょうか？ 

その花の名前を冠にもらった麻生市民交流館やまゆりでは、同館の周辺

にヤマユリの花を咲かせたいと、４月にプロジェクトを立ち上げた。 

ヤマユリは生育条件が厳しいので、９人のメンバーは周辺の土壌を改良

し、つつじの植栽・雑草で日陰をつくるなどに努力を重ねた。はたして

成果が出るかは疑問であったが、写真のような見事な花を咲かせること

ができた。 

リーダーの藤田康郎さん（同館運営スタッフ）は「来年はさらに多くの

花を咲かせて、やまゆりに集まる地域の人々の目を楽しませたい」と抱

負を語った。 

そのほかのトピックス！ 

●寺小屋事業が栗木台小学校でスタート 

毎週水曜日の寺小屋先生には2３名の申し込み

があり10月19日（水）からはじまります。月

1回の体験講座には多くの団体・個人から賛同を

いただき、11月より実施すべく企画中です。 

←寺小屋先生のキックオフミーテイング（9/3)の様子 

 

●１０月３０日「やまゆり」が「岡の上のサーカス会場」に 

昨年、岡上のあぜ道でパレードをし、体育館をサー

カス会場に変えた「山猫団」が、「やまゆり」と「アー

トパークス」で子どもたちと共にパーフォーマンス

を演じます。はたしてどんなことになるのやら…  

当日までのお楽しみだそうです。 

 

●１１月５日・６日「やまゆりクラフト展」で芸術の秋を 

手芸・工芸に関連している11団体が、展示ととも

に体験や販売のコーナーがあります。その場で実

際に作品を作れるので、新しい趣味に出会える機

会にもなります。用意された「生ハーブティ」を

飲みながら歓談ください。 

 

●１１月１２日「やまゆり楽芸会」をインターネットライブ中継 

今年で4回目を迎え、24団体・個人が参

加、楽器演奏・踊り・歌・詩吟・演劇な

どイベントが盛り沢山です。総勢143名

となり、会場が溢れますのでライブ中継

で楽しみください。 

 

●多摩川駅伝の参加者を募集 

健康志向で走っている方は多いなか、駅伝

にチャレンジしてみませんか。昨年のチー

ムやまゆりのメンバーは「箱根駅伝の楽し

み」がわかったと実感されていました。記

録・順位は問いません、参加することに意

義ありです。 

 

●「目指せ！アクティブシニアたちのセミナー」受講者募集 

これまでに数多くのシニアの団体を生み出してきたセミ

ナーが今年も実施されます。地域に戻ってきたシニアの

皆さんが新しくお互いが知り合い、いろいろな活動をす

るプラットフォームになっています。 

トピックス 

やまゆりからのお知らせ 


